
【会社安全】

①車輌事故

自会社 60 2,241,909 6 2 0.89 未達 （中期安全目標）　　　車輌事故ゼロ　　　労働災害ゼロ　　　重大品質事故ゼロ （１）目標車両

協力会社 5 ― 0 0 　　　◎中期計画における具体的指標 　　　１）車両事故 道路上交通事故０

合計 65 台 2241909ｋｍ 6件 2件 ― 　　　　H33年度　　　度数率（道路上の事故・休業４日以上） 追突事故「ｾﾞﾛ」　合流時の事故の削減

②労働災害 　　　※目標値設定根拠：単体のH28年度結果の半減値を総体の目標値とする 　　　　　　　　　　 目標⇒前年対比30％削減（8件⇒6件）

①中計目標を達成する為の年次目標 　　　２）労働災害 休業4日以上労災０

〈墜転落労災・通勤時の労災〉の撲滅

社員 1 1 #DIV/0! 達成 　　　３）その他

直ﾊﾟｰﾄ 0 0 #DIV/0! 達成 ＣＳＲの順守（働き改革の推進維持）

派遣社員 0 0 #DIV/0! 達成 　（２）重点実施

協力会社社員 ― 0 0 ― 達成 　 【重点目標】　追突事故「ゼロ」（継続）       1 ) 車両事故ｾﾞﾛ

合計 0 人 0 1件 1件 ― 　 【年次重点取り組み：2019年度地区訓練必須項目】　退突事故の撲滅 　　　2）残酒反応ｾﾞﾛ

　　　3）リスクｱｾｽﾒﾝﾄと安全実力評価による安全水準の向上

③残酒反応結果（車輌営業所のみ） 0件 達成状況 　　　4）職場安全パトロールの実施　　

達成 　　　5）各種点呼の完全実施　新ﾃﾞｼﾞﾀｺの把握、活用

④安全実力度評価結果（法令） 達成状況 　　　6）教育訓練の積極的参加　　（ﾄﾚｰﾅｰ養成・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ教育の推進）

　　　7）各種コンテストへの積極的参加（ドラコン・リフト等）

　　【重点目標】墜落転落災害「ゼロ」（継続） 　　　8）Ｇマーク　取得事業所の拡大　（八幡事業所）（京都城陽継続）

【主な未改善項目】 　 【年次重点取り組み：2019年度地区訓練必須項目】　基本動作によるリフト起因事故撲滅【会社品質】

②その他

　　　　　・安全管理関連システムの完全運用・残酒反応　　　ゼロ 　（１）目標

　　　１）重大品質事故 ｾﾞﾛ継続（他店の事故事例の周知）

達成状況 ③品質事故 重大品質事故ゼロ 　 （品質事故についての件数・貨物事故〈協力会社も含む〉の立替金等について各事業所にて目標を設定し取り組む）

目標 0件 結果 0件 達成 　　　　　※事故件数、貨物事故立替金等、及びCS目標は各支店、会社単位で設定する 　　　　2）品質事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標⇒前年対比30％削減（　2件⇒1件　）

目標 １２件 結果 2件 達成 　（2）重点実施

目標 千円 結果 1,500千円 未達 　中期環境目標：CO2排出量5年間でSK単体▲8,310ｔ（年平均▲1,662ｔ） 　　　　1）事故事例より対策の共有化を図り再発防止に努める

目標 千円 結果 千円 達成   以上の達成を継続すると共に、本来業務の中で生産性向上・コンプライアンス・省エネル 　　　　2）定期的に作業ﾙｰﾙの見直し、作業手順の見直し

達成状況   ギーを推進すべく下記事項を取り組んでいく。

目標 【会社環境】

目標 （2019年度環境目標）

達成状況 1.コンプライアンス　　　 　　（１）目標

目標 　・産廃マニフェスト交付実績（4/1～3/31分）の行政報告（6/30締切） 　　　　１）燃料費の削減　　　　　　　　　　　　 30年度比　　＋3％

目標 6.5 ㎞/ℓ 結果 6.73 ㎞/ℓ 達成 　・水銀使用製品産業廃棄物（水銀灯・蛍光灯）に対する措置追加

目標 　　(水銀製品産業廃棄物への対応可能業者と契約、ﾏﾆﾌｪｽﾄへの明記、分離保管と表示） 　　（2）重点実施

　・業務用空調・冷蔵・冷凍機器点検（簡易:3ヶ月、定期:3年） 　　　　1）自動車燃料の削減推進（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ・日常点検の充実）

⑧衛生活動 達成状況 2.省電力…電力『見える化』と無駄のない電力使用　　　　　　対前年(SK)  ▲980ﾄﾝ 　　　　2）社会貢献の推進　　（地域貢献活動の推進）

目標 70% 結果 67% 未達 3.省燃料…(環境車・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ)燃料消費量削減  　 対前年(SK) ▲600ﾄﾝ 　　　　3）電力使用料の削減　（無駄をなくし、消灯の推進）

目標 46% 結果 31% 未達 4.資源循環…廃棄物減量とﾘｻｲｸﾙ率向上と更生ﾀｲﾔ活用　  対前年(SK) ▲  82ﾄﾝ

目標 30% 結果 19% 達成 5.その他…ｸﾞﾘｰﾝ物流(ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄ・拠点集約・共同配送等)推進 【会社衛生】

目標 43% 結果 41% 達成 　　　　　　　 職場単位の環境取組み推進(ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ、廃棄物削減、植樹・環境保全) 健康維持推進活動を、管理者自ら模範となり職場全員で実践し健康企業をめざす

2.リスクアセスメントの実施状況 達成状況 　　　　

3件 未達 　（1）目標　
3件 未達 目標項目 2017年 2018年 2019年 　　　　1）健やか活動　　　　参加率１００％　達成率７０％以上

コメント 2件 未達

上下期毎に1件以上の特定と完了を目標に活動を行うも停滞気味の結果となった。 　　　　2）長時間労働者の産業医面談率　　　30年度比2.5%実施率ﾉ向上

新年度は「事前の一策、事後の百策に勝る」をモットーに活動強化推進を実施

3.社長　振り返りコメント（マネジメントレビュー） 　　　　3）喫煙率の低減　　　　　　　　　　　　　30年度比3.5以上の削減

（安全・品質・環境・衛生・CS活動結果に基づく課題）

　　（2）重点実施

品質事故におきましても増加していますので、再発防止、予防対策を強化しなければならない。 　　　1）健康維持の保持増進活動

重大品質事故は「ゼロ」であり、無事故・無災害記録更新の更なる継続実施をお願いします。 　　　2）喫煙活動の推進　　
喫煙率 39.40% 38.50% 36%

二次検査

受診率
81.70% 74.50% 87%

ストレスチェック

受診率
94.40% 93.90% 100%

【センコーグループ環境方針・目標】

【センコーグループ衛生方針・目標】

H29年度リスク完了数

京都センコー運輸株式会社

―

４件 未達

達成状況
度数率

(②/①*100万)

②内）道路

上事故件数

車輌事故

件数

定期健康診断

受診率
85.80% 92.70% 100%

評価時の

適合率

改善後の

適合率
100% 未改善

常時労働者

数

①総労働

時間

①年間

総走行距離

立案

中
川

安
徳作成日　平成31年4月1日

平成31年度　京都センコー運輸 安全品質環境衛生管理 活動計画書
社長承認

平成３０年度の振り返り（H30年３月20日時点） 平成3１年度　京都センコー運輸　安全品質環境衛生指針及び目標

1.安全・品質・環境・衛生活動結果  1868258

（Ｈ30年２月末時点）

グループの総力を結集し、安全リスク撲滅に向けた新たな技術や仕組みにチャレンジし、革新

を続けることで、コンプライアンスをも超えた安全センコーグループスタンダードを確立し、社会

に信頼される一歩先を行く企業となるﾄﾗｯｸ・ﾄﾗｸﾀ台

数

（Ｈ30年２月末時点）

リスクアセスメントは必要不可欠な手法であることを理解させ、新年度は更なる強化を実施。

新デジタコ活用（運転成績の向上・ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｰｺﾀﾞｰによる指導）

2営業所対象営業所数
H30年度リスク特定数

H30年度リスク更新数

健やか活動＋10

 有所見率

 再検査・精密検査、要治療者率

 喫 煙 率

　電力使用量

　燃　　　費

⑦環境活動

⑥CS活動（トップ診断等）

立替金

　リサイクル率

災害件数
②休業4日

以上

Ｈ30年度安全活動は残念ながら、車輌事故が７件発生しました。

度数率
(②/①*100万)

達成状況

⑤品質事故

下期

上期

①点呼不備　②拘束時間オーバー　③運転者台帳未更新

　重大品質事故

　品質事故　　

　事 故 費

グループの総力を結集し、安全リスク撲滅に向けた新たな技術や仕組みにチャレンジし、革新を続けるこ

とで、コンプライアンスをも超えた安全センコーグループスタンダードを確立し、社会に信頼される一歩先を

行く企業となる

『ＣＳ・ＥＳ向上でさらなる成長』を目標に一人一人リが持場・立場で義務の完遂を図る（カスタマーﾃﾞｨﾗｲﾄ）

環境への負荷軽減と燃料費削減を考慮しプロ意識を高め「思いやり」のある行動と運転操作にを心がける


